
３月定例会、予算審査特別委員会を開催
議員４名が一般質問
　①岩原議員　公共施設等総合管理計画について ほか
　②大泉議員　外国人技能実習生確保のための環境整備
　　　　　　　についてほか
　③鈴木議員　私たちの暮らしと定住自立圏について
　　　　　　　ほか
　④上地議員　障害者総合支援法の取り組みについて
議会報告会を開催

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

CONTENTS

北海道大空町議会

議
会
だ
よ
り
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　「令和４年度　議会報告
会・町民との意見交流会」
を２月18日に開催しました。
　東藻琴・女満別両地区
合わせて48名の方に参加
していただき、たくさんの
ご意見等をいただきまし
た。
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３月定例会３月定例会
令和5年令和5年

3月7日～14日3月7日～14日

　大空町議会３月（令和５年第１回）定例会は、人権擁護委員な
どの人事案件、令和４年度一般会計などの補正予算、条例改正、
議会側議案を審議しました。
　また、令和５年度予算が提案され、「予算審査特別委員会」を設
置し、審議を行ないました。

　大空町議会３月（令和５年第１回）定例会は、人権擁護委員な
どの人事案件、令和４年度一般会計などの補正予算、条例改正、
議会側議案を審議しました。
　また、令和５年度予算が提案され、「予算審査特別委員会」を設
置し、審議を行ないました。

令和４年度一般会計予算に
1億7,318万円を減額補正し、
総額は91億1,874万円に

想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
、

焼
却
施
設
の
炉
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
受
け
入
れ

量
の
調
整
を
図
っ
た
こ
と
に

よ
る
搬
入
量
減
少
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
の
焼

却
施
設
維
持
管
理
負
担
金
歳

入
見
込
み
額
は
、
網
走
市
１

４
，
４
３
２
千
円
、
斜
里
町

１
，
８
９
４
千
円
で
す
。

議
会
条
例
制
定

　
大
空
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

　
大
空
町
議
会
に
お
け
る
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
、
議
会
が
保
有
す

る
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正

及
び
利
用
停
止
を
求
め
る
個

人
の
権
利
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
議
会
の
事
務

の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を

図
り
つ
つ
、
個
人
の
権
利
、

利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

要
望
意
見
書

　
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化

及
び
食
料
・
農
業
・
農
村
政

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

ご
み
焼
却
施
設
維
持
管
理
負

担
金

�

鈴
木
議
員
　

問
　
　
　
ご
み
焼
却
施
設
維
持

管
理
負
担
金
１
，
５

８
２
万
６
千
円
が
減
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。
他
の
自
治
体

か
ら
の
受
け
入
れ
ご
み
の
減

少
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
詳

細
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

住
民
福

祉
課
長

　
　
　
網
走
市
か
ら
は
、
紙

お
む
つ
、
斜
里
町
か

ら
は
、
ゴ
ム
長
靴
を
一
般
廃

棄
物
焼
却
施
設
で
受
け
入
れ

て
お
り
、
搬
入
さ
れ
た
ご
み

の
重
量
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

応
分
の
維
持
管
理
費
を
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
当
初
の
受
け

入
れ
想
定
量
は
、
網
走
市
か

ら
４
８
０
ト
ン
、
斜
里
町
か

ら
72
ト
ン
で
し
た
が
、
実
質

搬
入
量
が
網
走
市
１
７
０
ト

ン
、
斜
里
町
22
ト
ン
の
合
計

１
９
２
ト
ン
と
な
り
、
想
定

よ
り
３
５
９
ト
ン
減
少
す
る

見
込
み
で
す
。
そ
れ
に
伴
う

減
額
補
正
で
す
。

　
主
な
要
因
は
、
搬
入
量
が

策
の
確
立
と
酪
農
・
畜
産
経

営
の
安
定
を
求
め
る
要
望
意

見
書
」
、
「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
見
直
し
に
あ

た
っ
て
の
畑
地
化
支
援
に
係

る
要
望
意
見
書
」
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
会
計
補
正
予
算

　
３
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ

て
い
た
新
年
度
予
算
を
審
査

可
決
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
年
度
内
２
回
の
接
種

に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
一

般
会
計
に
３
，
２
９
２
万
２

千
円
を
増
額
補
正
す
る
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
医
療
従
事
者
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
等
へ
の
迅

速
な
対
応
が
必
要
と
の
観
点

か
ら
提
案
予
算
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
財
源
は
、
全
額
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
事
業
国
庫
補
助
金

・
負
担
金
を
充
当
す
る
予
定

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
令
和
５
年
度

の
一
般
会
計
予
算
額
総
額
は
、

92
億
５
，
４
４
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
に
鎌
田
宏

惇
氏
、
河
崎
琢
哉
氏
、
坂
巻

重
子
氏
が
推
薦
さ
れ
、
適
任

と
答
申
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員

に
山
神
勇
二
氏
が
任
命
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

委
員
に
山
下
英
二
氏
が
選
任

さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

計
画
の
一
部
変
更

　
過
疎
対
策
事
業
債
の
充
当

を
予
定
し
て
い
る
６
事
業
を

大
空
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
市
町
村
計
画
に
追
加
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

条
例
制
定
・
一
部
改
正

　
大
空
町
個
人
情
報
保
護
法

施
行
条
例
制
定
な
ど
、
１
条

例
の
制
定
、
８
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

令
和
４
年
度
会
計
補
正
予
算

　
令
和
４
年
度
会
計
補
正
予

算
令
和
４
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
７
特
別
会
計
の
補
正

◎
一
般
会
計
歳
出

小
・
中
学
校
管
理
費

�

川
村
委
員
　��

問
　
　
　
光
熱
水
費
が
学
校
関

係
だ
け
で
も
年
間
３
，

６
０
０
万
円
ほ
ど
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

　
　
　
今
後
、
さ
ら
に
値
上

げ
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
状
況
を
注
視
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
、
各
公
共
施
設
を
整
備

す
る
に
あ
た
っ
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
も

配
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

移
住
・
定
住
促
進
事

業

�

森
賀
委
員
　

問
　
　
　
プ
ロ
ト
オ
オ

ゾ
ラ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
町
長
か

ら
も
社
会
実
現
に
向

け
て
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
具
体

的
な
考
え
が
あ
れ
ば

伺
う
。

移
住
・
定
住

支
援
室
長

　
　
　
　
　
町
の
未
来
を
つ

く
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
移
住
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
事
業
で
す
。

　
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、

町
の
関
係
人
口
創
出
を
テ
ー

マ
に
大
空
高
校
生
と
タ
ッ
グ

を
組
み
、
12
月
に
町
長
や
各

議
員
、
町
の
事
業
者
の
前
で

政
策
提
言
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ

う
に
実
現
し
て
い
け
る
か
、

大
人
や
起
業
家
を
巻
き
込
み

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
営
牧
野
管
理
費

�

森
賀
委
員
　

問
　
　
　
来
年
度
か
ら
の
牧
野

の
有
効
利
用
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
方
策
が
あ
れ

ば
伺
う
。

産
業
課
長

　
　
　
町
営
牧
野
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
で

閉
鎖
し
、
令
和
５
年
度
か
ら

は
預
託
事
業
を
行
わ
な
い
と

決
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

の
牧
野
の
使
い
方
で
す
が
、

現
時
点
で
具
体
的
に
ど
う
使

っ
て
い
く
か
と
い
う
対
応
策

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
牧
野
以

外
の
利
用
の
仕
方
も
今
後
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

学
校
教
育
研
究
会
補
助
金

森
賀
委
員
　

問
　
　
　
小
学
校
、
中
学
校
の

連
携
を
今
年
か
ら
進

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
東
藻
琴
、
女
満
別
地
区
、

両
地
区
の
生
徒
児
童
の
交
流

に
つ
い
て
も
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。

教
育
長

　
　
　
教
育
の
振
興
、
充
実

を
図
っ
て
い
く
た
め

の
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
、

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
職

員
で
構
成
す
る
大
空
町
学
校

教
育
研
究
会
に
つ
い
て
、
連

携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
よ

う
な
研
究
体
制
づ
く
り
に
今

後
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

移
住
・
定
住
促
進
事
業

�

鈴
木
委
員
　

問
　
　
　
移
住
・
定
住
の
関
係

に
つ
い
て
、
地
域
材

利
用
促
進
事
業
、
定
住
対
策

関
係
事
業
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
福
祉
サ
イ
ド
で
す
が
、
定

住
促
進
の
意
味
が
強
い
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
受
け
ま
す
。
各
課

関
係
の
連
携
体
制
、
予
算
執

行
上
で
の
配
慮
に
つ
い
て
再

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

町
長

　
　
　
各
課
に
わ
た
っ
て
、

移
住
に
係
る
、
あ
る

い
は
子
育
て
に
係
る
よ
う
な

政
策
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

直
接
的
の
移
住
対
策
だ
け
で

は
な
く
、
庁
内
部
で
連
携
し

合
い
な
が
ら
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

新年度予算 総額 119億 9,138 万円 を可決

　令和５年第１回定例会に提案された令和５年度大空町各会計予算は、議会に「予算審査特別委員会」
を設置し、慎重に審議しました。
　審議の結果、提案内容のとおり可決すべきものと決定し、議員全員の賛成により可決されました。
　本特別委員会での総括質疑・答弁の概要をお知らせします。
　※内容は要約しております。詳細は、両地区図書館または議会ＨＰの「会議録」をご覧ください。

新年度まちの予算をチェック！新年度まちの予算をチェック！
～令和５年度　予算審査特別委員会～～令和５年度　予算審査特別委員会～

プロトオオゾラプロジェクト
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小
・
中
学
校
管
理
費

�

鈴
木
委
員
　

問
　
　
　
光
熱
水
費
が
増
加
し

て
い
る
状
況
に
関
し

て
、
財
源
等
の
関
係
を
含
め
、

苦
慮
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
関
係
で
は
、
学
校
の
学

び
の
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
、
電
気
料
が

増
え
て
い
く
と
い
う
状
況
で
、

町
と
し
て
今
後
ど
う
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　
　
　
光
熱
水
費
の

高
騰
で
、
節

電
対
策
だ
け
で
は
な

か
な
か
効
果
が
な
い

中
で
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
有
効
活

用
と
、
今
後
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
を
達
成
し

て
い
く
た
め
に
大
空

町
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
を
庁
内
全
体
で
意

識
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

水
産
業
振
興
事
業

�

岩
原
委
員
　

問
　
　
　
大
幅
な
不
漁
が
続
い

た
場
合
の
漁
業
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
が
あ
れ
ば
伺
う
。

産
業
課
長

　
　
　
そ
れ
に
関
す
る
支
援

に
つ
い
て
は
、
漁
業

者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

中
小
企
業
へ
の
物
価
高
騰
対

策
の
支
援
と
し
て
、
漁
業
者

の
方
も
入
れ
て
支
援
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
新
年
度
予
算
に
向

け
て
、
シ
ジ
ミ
の
種
苗
対
策
、

大
規
模
な
施
設
に
対
す
る
支

援
、
ま
た
、
湖
の
調
査
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
事
業
費
を
上

乗
せ
し
て
支
援
に
向
け
て
取

組
む
考
え
で
す
。

研
修
会
館
管
理
費

�

岩
原
委
員
　

問
　
　
　
研
修
会
館
の
基
本
計

画
の
中
で
、
歴
史
文

化
の
郷
土
保
勝
会
、
埋
蔵
文

化
財
の
審
議
会
な
ど
、
歴
史

が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
か
伺
う
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
　
基
本
設
計
業
務

の
中
で
は
、
ど

の
よ
う
な
機
能
を
持
た
す
の

か
。
ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
。

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
着
工
で

き
る
の
か
。
そ
の
辺
に
つ
い

て
を
令
和
５
年
度
に
ま
と
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
機
能
と
い
う

中
で
、
ど
う
い
う
ホ
ー
ル
を

つ
く
る
か
を
協
議
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

大
空
高
等
学
校
交
流
拠
点
施

設
管
理
費

�

岩
原
委
員
　

問
　
　
　
大
空
高
校
寄
宿
舎
が

完
成
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
こ

と
で
、
学
校
運
営
協
議
会
の

設
置
の
部
分
で
、
今
後
の
、

自
治
体
と
の
関
係
、
制
服
購

入
費
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
設

立
に
向
け
た
動
き
と
し
て
、

地
域
学
校
協
働
活
動
を
展
開

し
て
い
く
と
い
う
ご
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

各
自
治
会
長
か
ら
の
意
見
と

し
ま
し
て
、
ど
う
い
っ
た
活

動
を
す
る
の
か
、
今
、
高
校

が
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
を
知
る
機
会
を
設

け
て
ほ
し
い
と
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
制
服
購
入
費
の
助

成
に
関
し
て
、
制
服

助
成
制
度
の
目
的
で

あ
る
生
徒
確
保
対
策

に
つ
い
て
は
、
一
定

の
成
果
が
出
た
と
い

う
考
え
の
も
と
に
、

令
和
５
年
度
の
予
算

編
成
に　
お
い
て
は
、

教
育
の
質
を
高
め
る

た
め
に
国
内
外
入
学

支
援
事
業
、
地
域
学

校
協
働
活
動
の
補
助

金
等
に
転
換
を
し
て

い
く
中
で
高
等
学
校

教
育
の
質
を
高
め
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

大
空
高
等
学
校
管
理
費

�

岩
原
委
員
　

問
　
　
　
旧
女
満
別
高
校
校
舎

の
今
後
の
利
活
用
に

つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
　
女
満
別
高
等
学

校
の
校
舎
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
の
３
月

に
北
海
道
か
ら
無
償
譲
与
と

い
う
形
で
、
現
在
は
大
空
町

の
財
産
と
い
う
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
北
海
道
か
ら

無
償
譲
与
の
協
定
の
中
で
、

10
年
間
は
学
校
と
し
て
使
用

す
る
と
い
う
よ
う
な
用
途
指

定
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
将
来
的
な
校
舎
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
協

議
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

◎
総
括
質
疑

生
涯
学
習
課
の
職
員
配
置
に

つ
い
て

�

福
田
委
員
　��

問
　
　
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

は
女
満
別
で
学
校
教

育
グ
ル
ー
プ
は
東
藻
琴
で
の

業
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

涯
学
習
課
全
体
で
一
緒
に
あ

る
と
い
う
の
は
い
い
こ
と
も

あ
る
が
、
不
便
な
点
も
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
業
務
を
両
地

区
に
効
率
的
に
振
り
分
け
る

考
え
が
あ
れ
ば
伺
う
。

町
長

　
　
　
生
涯
学
習
課
の
社
会

教
育
グ
ル
ー
プ
、
そ

し
て
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
が

そ
れ
ぞ
れ
女
満
別
地
区
、
社

会
教
育
グ
ル
ー
プ
、
東
藻
琴

地
区
に
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
合

併
当
時
、
研
修
会
館
の
２
階

を
女
満
別
教
育
セ
ン
タ
ー
と

い
う
名
称
を
使
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
に
は
、
女

満
別
側
に
も
社
会
教
育
、
そ

し
て
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
の

職
員
も
常
駐
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
学
校
教
育
に
携
わ
る

職
員
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
１
番
は
町
民
の
方
に

不
便
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配

置
に
す
る
の
が
大
前
提
で
す

の
で
、
二
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
が
分
か
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

美
幌
駐
屯
地
に
つ
い
て

�

後
藤
委
員
　

問
　
　
　
１
０
１
特
科
大
隊
が
、

帯
広
市
に
駐
屯
し
て

い
る
第
５
旅
団
の
機
動
旅
団

改
編
に
伴
い
３
月
に
廃
止
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
大
隊
は
、
旧
女
満
別
町
や

旧
東
藻
琴
村
を
警
備
隊
区
と

し
て
数
々
の
災
害
派
遣
に
出

動
、
さ
ら
に
、
担
当
す
る
大

空
町
で
水
難
訓
練
を
行
う
な

ど
、
地
域
と
親
密
な
関
係
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
隊

が
第
６
即
応
機
動
連
隊
に
改

編
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
第
１
０
１
特
科
大
隊

は
３
月
15
日
で
廃
隊

と
な
っ
て
第
６
即
応
機
動
連

隊
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
山
岳
の
救
難
訓
練
や
、

湖
の
救
難
訓
練
、
女
満
別
空

港
で
の
消
防
活
動
な
ど
、
今

後
と
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う

お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
新

た
に
編
成
さ
れ
ま
す
第
６
即

応
機
動
連
隊
と
関
係
を
深
め

な
が
ら
、
町
民
の
安
心
安
全

の
た
め
に
、
お
力
添
え
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
協
力
し
合
い
な
が
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

に
つ
い
て

�

上
地
委
員
　

問
　
　
　
３
月
10
日
に
政
府
が

決
定
を
し
た
事
項
に

つ
い
て
、
５
月
８
日
に
感
染

症
法
上
で
２
類
が
５
類
に
引

き
下
げ
を
行
う
。
そ
れ
に
伴

っ
て
検
査
、
外
来
の
医
療
費

が
負
担
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
高
額
治
療
費
に
つ

い
て
は
９
月
末
ま
で
継
続
支

援
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
か
伺
う
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
国
の
ほ
う
で
今
後
の

こ
と
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
段
階
で
す
。

　
医
療
機
関
で
の
調
整
機
能

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
軽
症
、

中
等
症
か
ら
医
療
機
関
と
し

て
調
整
を
し
て
協
議
を
進
め

て
い
っ
て
、
重
症
患
者
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
を

進
め
な
が
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
と
の
調
整
は

保
健
所
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
保
健
所
が
広
域

的
に
調
整
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
町
か
ら
も
北
海
道
に

要
請
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
長

　
　
　
５
月
８
日
以
降
、
２

類
か
ら
５
類
に
移
行

し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
と
こ
ろ
ま
で
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
国
か
ら
詳
細
な

こ
と
が
来
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
情
報
が
入
り
ま
し
た

ら
、
引
き
続
き
、
町
民
の
皆

様
に
広
報
や
折
り
込
み
の
中

で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

�

上
地
委
員
　

問
　
　
　
特
別
支
援
教
育
を
受

け
る
生
徒
が
増
加
を

し
て
お
り
、
引
き
続
き
教
育

支
援
相
談
員
を
配
置
し
な
が

ら
、
学
校
、
各
関
係
機
関
と

連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

児
童
生
徒
の
個
々
に
応
じ
た

一
貫
し
た
教
育
支
援
を
し
な

が
ら
、
補
助
教
諭
を
引
き
続

き
配
置
を
し
、
き
め
細
か
な

教
育
指
導
の
充
実
を
図
る
と

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
考
え

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
現
在
、
大
空
町
で
は

特
別
支
援
教
育
を
受

け
る
児
童
生
徒
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
特
別
支
援
の
学
級

数
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
上
で
今
、
教
育
相
談
員

を
配
置
し
て
、
毎
月
１
回
、

各
学
校
に
相
談
体
制
を
し
な

が
ら
、
学
校
と
連
携
を
し
な

が
ら
、
一
貫
し
た
支
援
の
充

実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
補
助
教
諭

は
特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
支
援
を
す
る

教
諭
で
あ
り
、
来
年
度
も
４

名
、
支
援
を
す
る
よ
う
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
き
め

細
や
か
な
教
育
指
導
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

女
満
別
小
学
校
の
光
熱
水
費

に
つ
い
て

�

松
岡
委
員
　

問
　
　
　
女
満
別
小
学
校
の
光

熱
水
費
、
こ
れ
が
１
，

８
６
７
万
５
，
０
０
０
円
予

算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

昨
年
は
約
１
，
０
０
０
万
で

し
た
。
今
年
度
は
当
初
予
算

で
１
，
８
６
７
万
５
，
０
０

０
円
で
す
。
総
務
課
長
か
ら

全
体
と
し
て
８
，
０
０
０
万

前
後
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る

と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

経
費
を
削
減
し
て
も
な
か
な

か
効
果
が
出
る
よ
う
な
数
字

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
や

は
り
町
全
体
と
し
て
ど
う
考

え
る
か
と
い
う
こ
と
を
実
践

す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
女
満
別
小
学
校
は
オ

ー
ル
電
化
で
、
す
べ

て
電
気
で
賄
わ
れ
て
い
て
、

こ
の
電
気
料
金
の
高
騰
の
中

で
、
年
々
電
気
料
金
が
高
く

な
っ
て
い
る
施
設
で
す
。
そ

の
先
行
き
と
い
う
の
が
見
え

な
い
中
で
す
の
で
、
今
後
ど

う
い
う
方
策
が
い
い
の
か
、

や
は
り
町
と
し
て
将
来
に
向

け
て
、
ど
う
い
っ
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
、
二

酸
化
炭
素
を
極
力
排
出
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
課

と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

網走湖

旧女満別高校校舎

東藻琴地区で防災訓練を行う101特科大隊
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我が町政を問う 一 般 質 問

問
　
　
　
旧
女
満
別
町
幼
稚
園

は
、
令
和
２
年
10
月

１
日
に
認
定
子
ど
も
園
女
満

別
へ
の
移
管
に
伴
い
、
閉
園

と
な
り
、
そ
の
後
施
設
は
解

体
さ
れ
、
園
跡
地
は
整
地
さ

れ
ま
し
た
。
園
跡
地
は
国
か

ら
の
借
地
の
た
め
返
還
さ
れ

ま
し
た
が
、
現
在
の
管
理
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
現
有
状
況
で
は
早
期

の
整
備
計
画
を
望
む
声
も
あ

り
、
国
か
ら
買
い
取
り
、
移

住
、
定
住
希
望
者
な
ど
へ
の

宅
地
分
譲
地
と
し
て
利
用
し

て
は
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　
園
跡
地
の
国
か
ら
の
払
い

下
げ
を
含
め
て
、
今
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
園
地
は
大
空
町
の
所

有
地
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
使
用
が
終
わ
り
、
園

舎
を
解
体
し
国
に
返
却
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
辺

は
住
宅
地
で
あ
り
、
町
が
土

地
を
取
得
し
宅
地
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
令
和
２
年

度
に
国
と
売
却
の
た
め
協
議

を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
土

地
の
３
分
の
１
を
公
共
用
に

使
用
す
る
た
め
取
得
す
る
の

で
あ
れ
ば
残
り
３
分
の
２
の

土
地
は
無
償
貸
与
す
る
。
実

質
的
に
土
地
売
買
代
金
の
３

分
の
１
で
購
入
で
き
る
と
い

う
趣
旨
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
購
入
で
き
る

の
は
公
共
施
設
を
建
て
る
な

ど
条
件
付
き
で
あ
り
、
残
り

の
土
地
は
住
宅
地
と
し
て
活

用
す
る
目
的
で
は
国
か
ら
町

に
売
却
は
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
町
は
、
宅
地
以
外
で
の

利
活
用
方
策
を
持
っ
て
い
な

い
の
で
、
園
舎
を
解
体
撤
去

し
更
地
に
し
て
令
和
３
年
11

月
30
日
付
け
で
国
へ
返
却
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
以
上
、
園
跡
地
は
国
有
財

産
で
あ
り
、
場
所
が
住
宅
地

と
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
国

に
対
し
土
地
の
適
正
管
理
を

要
請
す
る
な
ど
、
連
絡
を
密

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
町
が
直
接
宅
地
開

発
す
る
の
で
は
な
く
、
民
間

企
業
が
土
地
を
取
得
し
、
利

活
用
す
る
方
策
も
あ
る
と
考

え
ま
し
て
、
本
年
２
月
20
日
、

国
に
対
し
ま
し
て
、
早
急
に

土
地
の
公
売
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
旨
、
要
請
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

問
　
　
　
国
の
土
地
で
あ
り
ま

す
の
で
、
民
間
活
用

す
る
場
合
、
財
務
省
は
一
般

競
争
入
札
で
告
示
し
て
売
買

を
す
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
園
跡
地
は
１
度
も
公

売
行
為
を
行
っ
て
い

な
い
の
で
、
改
め
て
早
急
に

公
売
を
実
施
し
、
民
間
の
方

が
、
有
効
に
活
用
頂
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
早

急
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

問
　
　
　

園
跡
地
は
利
便
性
の

あ
る
場
所
で
、
分
譲

す
る
に
も
道
路
や
上
下
水
道
整

備
は
民
間
だ
け
で
は
、
土
地
を

購
入
し
宅
地
造
成
し
、
建
物

を
建
て
る
事
は
大
き
な
負
担
が

出
ま
す
。
町
も
取
得
す
る
方

法
を
模
索
し
て
は
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
町
民
や
民
間
の
方
と

町
が
競
争
し
て
、
入

札
に
参
加
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。
民
間
が
そ
の

住
宅
地
区
に
あ
る
国
有
財
産
の
有
効
利
用
を
願
う

町
長
▼
土
地
の
適
正
管
理
と
早
急
の
売
却
を
要
請
す
る

旧女満別幼稚園跡地の
利活用について 　議員になり 1年が経

ちました。
　町民目線で質問を続け
たいと思います。

土
地
を
取
得
し
て
造
成
す
る

と
な
る
と
、
道
路
や
上
下
水

道
布
設
の
公
共
施
設
の
整
備

は
、
町
が
実
施
し
て
い
ま
す
。女満別中央病院から近く、住宅地にある旧女満別幼稚園跡地

岩原 　繁 議員
👈　岩原議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（23分 38秒から）

問
　
　
　
１
市
４
町
網
走
市
、

美
幌
町
、
斜
里
町
、

小
清
水
町
、
大
空
町
の
広
域

ご
み
処
理
に
関
す
る
計
画
案

の
概
要
で
、
広
域
化
に
関
す

る
経
緯
と
協
定
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
斜
網
地
区
広
域
ご
み

処
理
基
本
計
画
は
、

関
連
す
る
ご
み
の
量
を
設
定

し
て
、
施
設
の
規
模
や
運
転

型
式
、
収
集
運
搬
計
画
な
ど

整
備
に
向
け
た
方
向
性
を
定

め
た
計
画
で
す
。
広
域
化
は
、

令
和
４
年
７
月
11
日
に
斜
網

地
区
廃
棄
物
処
理
広
域
化
推

進
協
議
会
を
設
立
し
、
基
本

的
な
協
定
事
項
を
定
め
た
覚

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

住
民
課
長

　
　
　
経
費
は
国
の
交
付
金

の
活
用
が
必
須
で
す
。

交
付
金
は
、
他
の
自
治
体
と

連
携
し
広
域
で
整
備
検
討
が

必
須
要
件
の
た
め
、
令
和
２

年
８
月
よ
り
斜
網
地
域
の
１

市
６
町
で
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
北
海
道
ご
み
処
理
の
広

域
化
計
画
で
は
、
当
町
は
斜

網
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
１
市
５

町
網
走
市
、
美
幌
町
、
斜
里

町
、
清
里
町
、
小
清
水
町
、

大
空
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
12
月
に
、
中

間
処
理
施
設
の
整
備
が
必
要

と
な
り
、
令
和
３
年
12
月
に

各
市
長
、
町
長
会
議
を
開
催

し
津
別
町
、
清
里
町
を
除
く

網
走
市
、
美
幌
町
、
斜
里
町
、

小
清
水
町
、
大
空
町
の
１
市

４
町
で
広
域
化
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
、
大
空
町
で
整
備

す
る
こ
と
で
要
請
さ
れ
、
施

設
整
備
の
第
１
候
補
地
と
し

て
協
議
、
検
討
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

問
　
　
　
こ
の
計
画
案
の
、
持

続
可
能
な
ご
み
処
理

の
推
進
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
町
長

　
　
　
持
続
可
能
な
ご
み
処

理
の
推
進
は
、
ご
み

の
発
生
、
抑
制
、
再
利
用
と

再
生
利
用
の
推
進
を
基
本
理

念
と
し
、
廃
棄
物
行
政
を
運

営
し
て
い
く
上
で
、
基
本
的

な
方
針
で
あ
り
ま
す
の
で
、

排
出
さ
れ
た
廃
棄
物
に
つ
い

て
地
域
特
性
を
考
慮
し
、
国

の
廃
棄
物
処
理
基
本
方
針
に

お
け
る
基
本
的
な
方
向
、
廃

棄
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と

し
て
の
有
効
利
用
を
推
進
し

て
い
く
考
え
で
す
。
廃
棄
物

の
焼
却
熱
利
用
だ
け
で
は
な

く
、
脱
炭
素
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
施
策
を
考
慮
し
て
生
ご
み

等
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

斜網地区広域ごみ処理基本計画について
ゴミが資源となる時代に備えての中間処理施設の建設を願う
町長▶廃棄物のエネルギー資源としての有効活用を推進したい

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
検

討
を
行
っ
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

問
　
　
　
広
域
焼
却
処
理
施
設

の
建
設
候
補
地
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
広
域
焼
却
処
理
施
設

の
建
設
候
補
地
は
、

当
町
の
廃
棄
物
焼
却
処
理
施

設
が
稼
働
開
始
か
ら
37
年
が

経
過
し
、
更
新
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
他

の
１
市
３
町
か
ら
の
位
置
が

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
ア
ク

セ
ス
面
な
ど
か
ら
候
補
地
と

し
て
選
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
課
長

　
　
　
基
本
計
画
基
本
構
想

を
令
和
５
年
度
に
策

定
し
、
地
域
循
環
型
社
会
形

成
推
進
地
域
計
画
を
令
和
５

年
１
２
月
頃
に
環
境
省
に
提

出
。
令
和
６
年
度
に
生
活
環

境
影
響
調
査
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
告
示
、
令
和

６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に

か
け
て
施
設
の
整
備
計
画
、

実
施
計
画
。
令
和
７
年
度
か

ら
令
和
９
年
度
で
施
設
の
建

築
工
事
を
行
い
、
令
和
10
年

度
か
ら
供
用
開
始
と
い
う
計

画
で
す
。

問
　
　
　
協
定
書
は
、
何
時
ど

の
よ
う
な
形
で
締
結

さ
れ
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　

協
定
は
１
市
４
町
で

中
間
処
理
と
し
て
の

焼
却
処
理
施
設
の
建
設
に
向

け
て
連
携
し
、
こ
れ
が
具
体

化
に
な
っ
て
来
た
と
き
に
、
改

め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
　
　
広
域
化
に
関
す
る
経

緯
と
協
定
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
今
、
国
で
は
中
間
処

理
施
設
、
焼
却
処
理

施
設
の
よ
う
な
中
間
処
理
施

設
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け

広
域
で
処
理
を
行
う
こ
と
に

交
付
金
を
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
改
め
て
町
民
の
皆

様
に
適
宜
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
い
り
た
い
と
、
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
ご
み
が
新
た
に
資
源

と
な
る
世
の
中
に
な

っ
て
き
ま
す
。
無
駄
の
無
い

様
な
取
り
組
み
を
し
て
頂
き

た
い
。
ま
た
、
町
中
に
ご
み

処
理
焼
却
施
設
を
つ
く
り
、

町
の
核
し
て
建
設
す
る
と
こ

ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
ご
み
が
イ
コ
ー
ル
資

源
で
あ
る
と
い
う
の

は
私
も
そ
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
候
補
地
の
関
係
で

す
が
、
都
市
部
に
お
い
て
町

中
に
焼
却
処
理
施
設
が
建
設

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ

い
ま
す
。
１
市
４
町
の
最
終

処
分
場
の
使
用
期
限
、
そ
れ

が
迫
っ
て
お
り
新
た
な
最
終

処
分
場
整
備
す
る
た
め
に
は

国
の
施
策
と
し
て
中
間
処
理

施
設
を
設
け
、
ご
み
の
減
量

化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
必

須
の
条
件
で
す
。
市
街
地
の

候
補
地
と
し
て
検
討
し
て
く

と
い
う
の
は
、
現
状
に
お
い

て
は
厳
し
く
、
東
藻
琴
地
区

の
町
有
地
に
施
設
整
備
の
候

補
地
と
し
て
選
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

建設から 37年が経つ焼却施設
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我が町政を問う

問
　
　
　
外
国
人
技
能
実
習
生

の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長

　
　
　
東
藻
琴
地
区
で
は
平

成
18
年
以
降
現
在
ま

で
酪
農
業
の
農
業
法
人
３
戸

で
延
べ
26
名
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最
長
で
５

年
間
の
実
習
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
３
月
１

日
現
在
計
20
名
の
外
国
人
技

能
実
習
生
が
来
町
し
、
国
別

で
は
ベ
ト
ナ
ム
８
名
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
12
名
。
女
満
別
地

区
は
、
令
和
４
年
か
ら
農
業

経
営
の
１
事
業
所
で
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は

短
期
間
で
の
受
け
入
れ
が
、

延
べ
13
名
、
本
年
３
月
１
日

現
在
で
は
４
名
の
方
が
実
習

し
て
い
ま
す
。
国
別
で
は
、

モ
ン
ゴ
ル
１
名
、
ベ
ト
ナ
ム

２
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
４
名
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
２
名
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
４
名
で
す
。

　
今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て
、

現
在
受
け
入
れ
て
い
ま
す
両

地
区
４
事
業
者
は
、
継
続
も

し
く
は
受
け
入
れ
者
数
の
拡

大
を
予
定
し
て
お
り
、
両
地

区
の
福
祉
事
業
系
２
事
業
所

で
も
令
和
５
年
中
に
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
２
名
の
外
国
人
技
能

実
習
生
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

３
名
の
特
定
技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。問

　
　
　
外
国
人
技
能
実
習
生

の
受
け
入
れ
に
係
る

課
題
と
環
境
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

　
　
　
受
け
入
れ
住
宅
の
確

保
が
１
番
の
課
題
で

す
。
実
習
生
の
入
居
す
る
住

宅
は
、
受
け
入
れ
事
業
所
が

確
保
す
る
こ
と
が
基
本
で
す

が
、
社
宅
等
が
な
い
場
合
、

民
間
住
宅
等
の
確
保
が
必
要

で
す
。

　
東
藻
琴
地
区
は
、
民
間
住

宅
が
少
な
く
、
受
け
入
れ
事

業
所
か
ら
事
前
に
町
に
相
談

が
あ
り
、
用
途
廃
止
予
定
の

公
営
住
宅
や
職
員
住
宅
を
お

貸
し
す
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
廃
止
予
定
の
住

宅
の
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
住
宅
の
改
修
に
つ

い
て
、
受
け
入
れ
事
業
者
が

負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

３
事
業
所
に
対
し
て
旧
公
営

住
宅
３
戸
、
旧
職
員
住
宅
３

戸
を
貸
し
て
い
ま
す
。

　
女
満
別
地
区
は
、
民
間
住

宅
等
の
確
保
が
比
較
的
容
易

で
あ
り
、
短
期
間
の
場
合
に

は
、
メ
ル
ヘ
ン
公
園
に
あ
る

町
の
新
規
就
農
者
技
術
習
得

管
理
施
設
を
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
も

町
と
し
て
可
能
な
範
囲
で
受

け
入
れ
事
業
所
の
相
談
に
応

じ
て
協
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
外
国
人
技
能
実
習
生

向
け
語
学
等
の
支
援

・
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
外
国
人
技
能
実
習
生

は
日
常
会
話
程
度
の

日
本
語
力
が
条
件
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
語
学
な
ど

の
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
事
業
所
の
管
理
団

体
が
来
日
後
の
研
修
を
実
施

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
係
る
町
の
方
向
は
？

町
長
▼
町
と
し
て
可
能
な
範
囲
で
受
け
入
れ
事
業
所
の
相
談
に

　
　
　
応
じ
て
協
力
し
て
い
き
た
い

一 般 質 問

し
て
お
り
、
各
事
業
所
で
の

実
習
を
開
始
し
て
か
ら
も
、

日
常
生
活
の
情
報
提
供
や
職

場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
、

苦
情
受
け
付
け
な
ど
の
支
援
、

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
受
け
入
れ
事

　
業
所
で
も
担
当
職
員
の
技

能
実
習
指
導
や
生
活
指
導
の

資
格
取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
運

転
す
る
レ
ン
タ
カ
ー

の
事
故
防
止
や
標
識
等
に
係

る
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
当
町
に
お
い
て
利
用

で
き
る
レ
ン
タ
カ
ー

会
社
は
ほ
と
ん
ど
が
女
満
別

空
港
前
に
所
在
し
て
お
り
、

現
在
８
社
が
営
業
し
て
い
ま

す
。
う
ち
５
社
に
て
女
満
別

空
港
レ
ン
タ
カ
ー
協
議
会
を

設
置
し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
増
加
に
伴
い
、
各
社

で
事
故
防
止
に
向
け
た
対
策

が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
ス
マ
ホ
を
活
用
し

て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
呼
び
込
み
、

日
本
の
交
通
ル
ー
ル
を
動
画

に
て
視
聴
し
て
注
意
を
促
し

て
い
ま
す
。
目
的
地
ま
で
の

案
内
を
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
も
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

英
語
、
日
本
語
の
４
か
国
語

か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
一
時

停
止
な
ど
の
規
制
標
識
に
つ

き
ま
し
て
は
公
安
委
員
会
で

設
置
、
管
理
さ
れ
て
お
り
、

関
係
機
関
に
対
し
多
言
語
化

に
つ
い
て
要
請
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
町
が
設
置
す
る
注
意
看

板
で
す
が
、
老
朽
化
に
よ
り

不
明
瞭
と
な
っ
た
看
板
等
の

整
備
を
始
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
一
時
停
止
を
促
す

注
意
看
板
は
70
カ
所
以
上
あ

り
、
う
ち
10
カ
所
ほ
ど
が
英

語
で
表
記
し
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
傾
向
を
踏
ま
え
、

観
光
地
へ
の
案
内
等
の
表
示

物
に
つ
い
て
、
多
言
語
化
に

取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
大
空
町
観
光
振
興
計

画
に
お
い
て
、
外
国

人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
と
ら
え
、
お
も
て
な
し
の

心
を
持
っ
て
対
応
す
る
た
め
、

具
体
的
な
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
広
域
連
携
を
含
め
た
多

言
語
表
記
案
内
看
板
を
計
画

的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
町
内
の
観
光
地
案

内
の
看
板
の
一
部
に
は
英
語

表
記
、
ハ
ン
グ
ル
語
表
記
、

繫
体
字
表
記
、
簡
体
字
表
記

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
看
板
の

配
置
や
改
修
を
含
め
多
言
語

化
に
向
け
て
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
芝
桜
公
園
な
ど
は

季
節
的
な
開
催
と
な
る
た
め
、

開
催
期
間
中
は
の
ぼ
り
や
旗

な
ど
を
活
用
し
、
今
後
も
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
女
満
別
駅

で
の
英
語
表
記
及
び
英
語
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
備
え
置
き

に
つ
い
て
、
女
満
別
駅
舎
内

の
時
刻
表
等
Ｊ
Ｒ
が
管
理
し

て
い
る
表
示
物
に
つ
い
て
は
、

英
語
訳
が
表
記
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
跨
線
歩
道
橋
案
内
看

板
や
旅
行
案
内
看
板
に
つ
い

て
は
、
日
本
語
表
示
の
み
で

あ
る
た
め
、
今
後
多
言
語
化

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
語
版

に
加
え
英
語
表
記
に
繫
体
字

表
記
を
配
置
し
ま
す
。

問
　
　
　
町
が
独
自
に
設
置
し

て
い
る
注
意
看
板
に

つ
い
て
、
多
言
語
化
し
て
い

く
考
え
は
無
い
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
交
通
標
識
に
係
る
注

意
看
板
に
つ
き
ま
し

て
は
、
英
語
表
記
と
い
う
も

の
を
一
部
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
空
港
や
駅
に
は
色
々

な
字
で
書
い
て
あ
る

標
識
等
が
あ
り
ま
す
が
、
大

空
八
景
や
両
道
の
駅
な
ど
に

ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
案
内
、

説
明
を
で
き
る
も
の
が
あ
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
八
景
や
、
道
の

駅
に
ア
ク
セ
ス
す
る

た
め
の
案
内
説
明
、
そ
う
い

っ
た
も
の
が
多
言
語
化
で
あ

っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ

と
で
す
け
ど
も
、
多
言
語
化

に
で
き
る
も
の
は
多
言
語
化

に
し
た
り
、
町
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
改
修
、
新
し
く
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
の
方
、
大
体
の
方

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
し
て

案
内
を
母
国
語
に
変
換
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
し
な
が
ら

活
用
し
て
い
き
た
い
、
案
内

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
ん
で
と

い
う
の
は
と
て
も
よ
い
傾
向

と
思
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

は
紙
を
持
ち
歩
か
な
く
て
も
、

１
回
読
み
込
ん
で
お
け
ば
保

存
が
で
き
て
何
度
も
読
み
込

め
る
。
電
波
が
あ
れ
ば
ど
こ

に
い
て
も
ナ
ビ
が
出
来
る
と

大
変
便
利
で
す
。

　
だ
か
ら
今
、
既
存
の
看
板

外国人技能実習生確保の
ための環境整備について

　介護の現場、農業の現
場といろいろなところで
人手不足です。
　まだまだ足りていない
ところにも支援が必要と
考えています。

大泉 知功 議員
👈　大泉議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（21分 05秒から）

で
古
く
な
っ
て
立
て
直
す
こ

と
も
考
え
ず
、
そ
の
物
に
バ

ー
ン
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
張
る
。

　
そ
れ
を
読
み
込
む
だ
け
で

新
し
い
情
報
が
す
ぐ
に
更
新

で
き
る
。
こ
れ
お
金
が
掛
か

ら
ず
に
す
ぐ
出
来
る
事
だ
と

思
い
ま
す
。
是
非
そ
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
色
々
と
改

修
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

町
長

　
　
　
看
板
設
置
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
看
板
を

設
置
す
る
の
で
は
な
く
て
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
読
み
込
ん
で
そ
れ

で
自
分
で
携
帯
に
落
と
し
て

見
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ

も
あ
り
か
な
と
思
い
ま
す
し
、

た
だ
観
光
客
、
そ
れ
が
日
本

人
で
あ
れ
外
国
人
で
あ
れ
そ

の
方
の
立
場
に
立
っ
て
ど
う

い
う
事
が
表
示
と
し
て
見
や

す
か
っ
た
り
分
か
り
や
す
か

っ
た
り
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
き
ち
ん
と
考
え
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

外国人観光客（インバウンド）に対する
多言語案内について

インバウンドが運転するレンタカーの事故防止等について
町長▶多言語化を要請していきたいと考えている

英語表記をした交通標識 介護の仕事を行う特定技能実習生

農業の仕事を行う技能実習生

大
泉
画
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我が町政を問う

問
　
　
　
平
成
23
年
に
協
定
を

締
結
し
た
が
町
民
生

活
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
医
療
分
野
の
救
急
搬

送
体
制
の
整
備
、
網

走
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
開

設
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
観

光
、
産
業
、
環
境
分
野
で
事

業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
施
設
相
互

利
用
連
携
と
し
て
、
大
空
町

民
が
網
走
市
の
公
共
施
設
を

利
用
す
る
際
に
は
、
市
民
と

同
料
金
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
　
　
町
政
執
行
方
針
に
あ

る
新
た
な　
※１
東
オ
ホ

ー
ツ
ク
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
協
定
に
基
づ
く
事
業

展
開
と
情
報
提
供
の
あ
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
東
オ
ホ
ー
ツ
ク
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
新
た
に
斜
里
町
、
清

里
町
、
小
清
水
町
を
加
え
、

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
で
す
。
協
定
は
、
中

心
市
宣
言
を
行
っ
た
市
と
周

辺
町
と
が
一
対
一
で
締
結
す

る
協
定
の
た
め
、
網
走
市
と

大
空
町
と
で
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
き
事
業
を
進
め
ま
す
。

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
等
で
情
報
提
供
に
努
め
ま

す
。問

　
　
　
医
療
、
教
育
、
環
境

に
関
す
る
分
野
で
の

連
携
効
果
と
今
後
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
医
療
で
は
救
急
医
療
、

周
産
期
医
療
、
脳
神

経
外
科
医
療
体
制
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。
環
境
で
は
下

水
道
終
末
処
理
施
設
、
し
尿

処
理
施
設
の
共
同
処
理
な
ど

で
連
携
効
果
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
一
般
廃
棄
物
焼
却

処
理
施
設
整
備
な
ど
の
ご
み

処
理
や
上
水
道
の
連
携
な
ど

に
も
取
り
組
み
、
効
率
的
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

問
　
　
　
救
急
医
療
体
制
の
救

急
搬
送
に
つ
い
て
は
、

町
民
へ
の
周
知
、
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
網

走
市
の
新
た
な　
※2
医
療
マ
ー

ス
の
取
り
組
み
や
周
産
期
医

療
体
制
の
維
持
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
情
報
交
流
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
今
年
度
の
救
急
搬
送

は
、
女
満
別
、
東
藻

琴
地
区
と
も
に
今
ま
で
に
な

く
多
い
状
況
で
す
。
一
次
搬

送
は
地
元
病
院
が
担
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
病
気

に
よ
っ
て
は
、
直
接
専
門
病

院
へ
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
事
を
広
報
等
で
周

知
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

医
療
マ
ー
ス
等
網
走
市
で
の

先
進
的
取
り
組
み
の
情
報
提

供
を
い
た
だ
き
、
連
携
し
て

何
が
で
き
る
か
も
検
討
し
て

網
走
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
効
果
が
町
民

生
活
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

町
長
▼
医
療
機
能
の
充
実
、
衛
生
環
境
の
向
上
や

　
　
　
公
共
施
設
利
用
の
効
率
化
等
に
反
映

私たちの暮らしと
定住自立圏について 　町民への情報提供は、

より分かりやすい工夫が
必要であるとの観点から
質問しました。

一 般 質 問

鈴木 秀之 議員
👈　鈴木議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（48分 20秒から）

問
　
　
　
外
国
か
ら
の
技
能
実

習
生
等
の
受
け
入
れ

が
増
加
す
る
な
ど
町
内
企
業

の
従
業
員
構
成
が
変
化
し
て

き
て
い
る
。

　
就
労
者
の
生
活
・
住
居
環

境
等
の
充
実
対
策
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
外
国
人
技
能
実
習
生

が
、
快
適
な
環
境
で

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
受
け
入
れ
企

業
、
事
業
所
か
ら
の
要
望
に

応
え
、
廃
止
予
定
の
町
営
住

宅
や
職
員
住
宅
を
改
修
や
備

品
整
備
等
は
、
受
け
入
れ
事

業
者
負
担
を
条
件
に
貸
与
す

る
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
従
業
員
住
宅
助
成

金
の
活
用
や
空
き
家
バ
ン
ク

で
の
賃
借
物
件
の
紹
介
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
産
業
・
商
工
、
福
祉
関
係

の
各
担
当
が
関
係
団
体
と
連

携
を
と
り
、
要
望
や
状
況
を

把
握
し
、
町
で
で
き
る
こ
と

は
な
に
か
、
ど
こ
ま
で
で
き

る
か
、
親
身
に
な
り
対
応
し
、

外
国
人
技
能
実
習
に
よ
る
地

域
雇
用
を
促
す
こ
と
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
外
国
人
技
能
実
習
生

等
の
方
々
は
、
町
民

税
や
社
会
保
険
料
等
納
税
義

務
を
果
た
し
て
い
る
。
公
共

施
設
の
利
用
、
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
文
化
活
動
に
参
加
す
る

機
会
等
の
保
障
に
つ
い
て
伺

う
。

　
ま
た
、
国
際
理
解
教
育
推

進
の
観
点
か
ら
、
実
習
生
等

と
の
交
流
、
相
互
理
解
の
機

会
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
町
民
３
０
０
歳
交
歓

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
事
業

の
Ｂ
Ｇ
塾
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流

や
実
習
生
が
母
国
の
料
理
を

伝
え
る
交
流
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
実
習
生

が
日
本
や
地
域
の
文
化
を
知

る
機
会
を
設
け
る
と
共
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
実
習
生
と

交
流
す
る
こ
と
で
、
国
際
理

解
を
深
め
異
文
化
理
解
に
つ

な
が
る
機
会
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
学
校
現
場
で
は
、
町
内
在

中
の
外
国
の
方
と
の
異
文
化

交
流
に
つ
い
て
検
討
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
る
国
際
理
解
教
育
の
推

進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

外国人技能実習生等の受け入れ環境の充実について
時代に即した従業員住宅環境等の充実・生活文化等の
相互理解の推進を
町長▶受け入れ事業者・団体や技能実習生等の要望把握に努める

問
　
　
　
現
況
の
地
域
公
共
交

通
機
関
で
は
、
東
藻

琴
地
区
か
ら
美
幌
・
北
見
方

面
へ
の
移
動
手
段
は
、
地
域

間
バ
ス
等
に
限
ら
れ
て
い
る
。

外
国
人
実
習
生
が
買
い
物
に

行
く
移
動
手
段
確
保
の
観
点

か
ら
も
地
域
公
共
交
通
に
関

す
る
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

い
き
ま
す
。

　
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る

網
走
厚
生
病
院
の
医
療
体
制

を
１
市
４
町
で
支
え
て
い
く

協
力
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
町
は
、
広
域
協

議
４
市
町
の
中
で
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
上
位
、
ご
み

排
出
量
も
１
番
少
な
い
状
況

で
す
。
担
当
者
が
広
域
協
議

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
事
業
計
画
立
案
に
あ
た

る
支
援
体
制
が
必
要
と
思
う

が
。

町
長

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
ご
み
処

理
施
設
は
、
小
学
校

の
社
会
科
見
学
で
活
用
で
き

る
、
き
れ
い
で
整
然
と
し
た

施
設
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う

の
で
、
１
市
４
町
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
町
民
皆
様
に
は
、
ご
み
の

分
別
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
職
員
は
広
域
協

議
で
、
積
極
的
に
発
言
し
て

お
り
、
私
と
し
て
も
職
員
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
　
　
施
設
の
相
互
利
用
は
、

協
定
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
で
あ
り
、
施
設
の
有
効
活

町
長

　
　
　
東
藻
琴
地
区
か
ら
北

見
方
面
へ
の
移
動
手

段
が
な
い
中
で
、
地
域
公
共

交
通
に
つ
い
て
は
、
当
面
は

行
政
と
し
て
対
応
で
き
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
は
至
り
ま
せ

ん
。
受
け
入
れ
事
業
者
の
方

で
、
買
い
物
支
援
対
策
等
の

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
関
係
部

署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
地

域
公
共
交
通
網
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

用
に
つ
な
が
る
。
利
用
案
内
、

Ｐ
Ｒ
の
あ
り
方
を
伺
う
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
活
動
等
の

相
互
連
携
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

　
　
　
網
走
市
と
は
、
図
書

館
を
始
め
、
女
満
別

運
動
公
園
野
球
場
、
武
道
館

な
ど
の
教
育
施
設
の
相
互
利

用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
レ
イ

ク
ビ
ュ
ー
ス
キ
ー
場
や
モ
ヨ

ロ
貝
塚
館
を
活
用
し
た
体
育

や
歴
史
文
化
を
探
求
す
る
授

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
網
走
市
で
は
、
毎

週
土
曜
日
と
子
ど
も
の
日
は
、

博
物
館
や
美
術
館
な
ど
の
文

化
施
設
及
び
総
合
体
育
館
や

プ
ー
ル
、
ス
キ
ー
場
な
ど
を

小
中
学
生
に
無
料
で
開
放
し

て
お
り
、
大
空
町
の
小
中
学

生
も
同
様
に
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。

　
一
方
で
施
設
利
用
に
関
す

る
情
報
共
有
や
Ｐ
Ｒ
が
不
十

分
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
最
新
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
き
お
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
大

会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
相
互
連

携
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

町民 300歳交歓バレーボール大会メンバーとして
楽しく交流する技能実習生

一口
　メモ ※２ 医療マース：

　医療機器を搭載した車両に看護師が同乗し、
患者の自宅に出向き、車内で病院にいる医師がテレ
ビ会議システムを活用して診察し、看護師による処
置や検査を受けるサービス。

※１

東オホーツク
定住自立圏
共生ビジョン協定
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我が町政を問う

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

6月定例会は、

6月19日（月）から
開かれる予定です。

大空町議会
YouTube

議会広報モニターを募集します
任　　期　　２年間（最初のモニター会議から）
募集人数　　５人
役　　割　　議会広報活動への意見などを議会広報モニター連絡会議（年２回予定）の場

において提案いただきます。
謝　　礼　　大空町商工会商品券（会議参加１回につき 2,500 円）
応募方法　　様式は問いません。「応募の動機」「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」を

記入の上、郵送・FAX・持参により応募ください。
応 募 先　　大空町議会事務局
　　　　　　住所：大空町女満別西 3条 4丁目 1番 1号
　　　　　　電話：0152-74-2111（内線 266）　FAX：0152-74-2191
応募締切　　令和５年７月 31日（月）まで

一 般 質 問

問
　
　
　
障
害
者
総
合
支
援
法

は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
の
生
活
を
実
現
す
る
た

め
に
障
が
い
が
あ
る
方
に
対

し
て
総
合
的
な
支
援
を
行
う

法
律
で
あ
り
、
身
体
障
害
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発

達
障
害
）、
政
令
で
定
め
る

難
病
等
に
よ
り
障
が
い
が
あ

る
方
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
法
律
に
基
づ
く
自
立

支
援
給
付
の
基
本
的
な
運
用

ル
ー
ル
は
厚
生
労
働
省
が
定

め
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
一
部
を
行
政
が
障
が
い
の

あ
る
方
に
給
付
す
る
も
の
だ

が
、
大
空
町
の
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
を
伺
う
。

　
ま
た
、
地
域
生
活
支
援
事

業
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

個
々
の
能
力
や
適
性
に
応
じ

自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
市
町
村
が
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
で

あ
る
が
、
大
空
町
の
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
ち
あ
ふ
る
に
お

い
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
短

期
入
所
、
生
活
介
護
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
、
相
談
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
町

か
ら
の
指
定
管
理
及
び
委
託

を
受
け
て
東
藻
琴
福
祉
会
が

運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
９
月
に
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
の
就
労
内
容
を
拡
充
し
、

女
満
別
地
区
で
弁
当
の
製
造

販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
女
満
別
福
祉
会

及
び
東
藻
琴
福
祉
会
の
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
障

が
い
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
地
域
生
活
支
援
事

業
の
指
定
を
受
け
て
い
る
事

業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要

に
応
じ
て
、
移
動
支
援
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
日

中
一
時
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を

主
に
網
走
市
の
事
業
所
で
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
に
網
走
市
を
中
心
と
し
て

広
域
設
置
し
、
町
内
外
を
問

わ
ず
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

と
の
調
整
機
能
を
強
化
し
て

高
度
な
相
談
対
応
が
で
き
る

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
自
立
支
援
給
付
の
就

労
移
行
に
つ
い
て
、

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
と
も
に
合
わ

せ
て
地
域
で
安
心
し
て
仕
事

を
で
き
る
環
境
も
つ
く
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

は
あ
る
程
度
の
業
務

を
遂
行
で
き
ま
す
が
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
に
つ
い
て
は
、

町
で
は
朝
日
ヶ
丘
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
や
運
動
公
園
の

ト
イ
レ
清
掃
業
務
な
ど
を
お

願
い
し
て
い
る
状
況
で
す
。

な
か
な
か
利
用
者
の
実
際
の

状
態
と
仕
事
内
容
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
が
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
り
、
行
政
と
し
て
も
し
っ

か
り
と
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
障
が
い
児
に
つ
い
て

伺
う
。
網
走
市
の
事

業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
適

切
な
訓
練
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
と
こ
ろ
が
町
内
に
は
な

い
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い

る
。
町
内
で
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

町
長

　
　
　
障
が
い
児
の
通
所
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
や
関
係
団
体

か
ら
も
町
内
で
の
事
業
所
開

設
と
い
う
も
の
が
望
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に

次
期
障
が
い
福
祉
計
画
、
障

が
い
児
福
祉
計
画
の
策
定
を

行
わ
な
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
関
係
団
体
の
意
見
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
踏
ま
え
、

議
会
に
も
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
　
　
　
地
域
生
活
支
援
事
業

の
地
域
移
行
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
北
海
道
に
お

い
て
は
、
国
の
達
成
目
標
９

％
に
対
し
、
３
．
４
％
、
17

年
か
ら
20
年
度
の
間
の
４
カ

年
で
わ
ず
か
３
３
４
人
と
全

国
的
に
も
低
い
数
値
で
す
。

民
間
の
ア
パ
ー
ト
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
自
宅
に
住
め
る

よ
う
に
町
と
し
て
考
え
は
あ

る
の
か
。

障
が
い
者
が
地
域
で

　
自
立
し
た
生
活
を
送
る
に
は

町
長
▼
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

　
　
　
今
後
に
向
け
て
検
討
し
た
い

障害者総合支援法の
取り組みについて 　「この子らを世の光に」

社会福祉の父と呼ばれる
糸賀一雄先生の言葉で
す。

町
長

　
　
　
東
藻
琴
地
区
は
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
り

ま
す
が
、
女
満
別
地
区
に
は

な
い
状
況
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
は
な
ぞ
の
公
住
の
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
、
高
齢

者
と
障
が
い
者
の
方
が
入
居

で
き
る
住
宅
に
な
っ
て
い
ま

す
。
生
活
援
助
員
に
よ
る
相

談
や
見
守
り
を
受
け
ら
れ
る

施
設
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
既
存
の
資
源
を
有
効

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。問

　
　
　
障
が
い
の
理
解
促
進
、

啓
発
な
ど
、
本
当
に

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営

む
う
え
で
、
地
域
住
民
の
理

解
、
支
援
も
必
要
だ
と
考
え

る
が
。

町
長

　
　
　
町
と
し
て
も
積
極
的

に
広
報
等
を
普
及
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

上地 史隆 議員
👈　上地議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（46分 03秒から）

シルバーハウジング支援員

議会にあなたの声を聴かせてください
　大空町議会では、より多くの町民から意見を聴き、町民と議会の関係をより近づけられるよう、
議会報告会のほか、団体や任意のグループ、次世代の担い手など（各団体等）を対象とした懇談
会の開催に取り組んでいます。
　議会から各団体等へ、各団体等から議会へ懇談会開催の申込みを行うことができ、議会からは
少人数の議員が参加します。
　各団体等で議員と懇談したいなど希望がありましたら、議会事務局までご相談ください。

親しまれる議会だよりを目指して親しまれる議会だよりを目指して
～議会広報モニター連絡会議を開催～

　議会だよりに町民の声を反映するため導入している「議会広報モニター連絡会議」を令和５
年３月２２日に開催し、議会広報活動へのご意見をいただきました。
　主なご意見は次のとおりです。

○見出しの色が、紫だったり、オレンジだったり。
紫がうるさく感じる。
○議会の傍聴はお気軽にと一緒にYouTubeのQR
コードを載せる。
○表示とかイラストが大体同じ。開いたら見づら
いと感じてしまう。 　　
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議会報告会・町民と の意見交流会を開催
令和４年度

主な質問・意見等 議会側の回答
●近年、焼却処理施設の整備回数が多いが、その主たる
要因を考えているのか。網走からおむつをこちらに運
んで焼却していると聞くが、おむつは焼却炉にとって
負担が多い。

◆おむつを燃やしていることと整備回数の増加に因果関
係はなく、経年劣化による修繕が多くなっています。

●広域での分別方法はどうなっているのか。 ◆分別方法は１市４町統一すべきだと、町に申し入れし
ています。

●東藻琴の認定こども園からＢ＆Ｇ海洋センターの駐車
場に続くところの道路に横断歩道を設置してほしい。

　併せて、図書館とＢ＆Ｇの間を通る駐在所に向かう道
で、こども園のところの道路上に書かれている文字と
赤い三角の止まれの文字が薄れて見えないような状況
になっている。

◆公安委員会に対し検討してもらうよう町に申し入れま
す。

●国道 334号の大進橋から新富に上がるカーブ手前の直
線に大きな穴が開いていた。期成会で要望してもらい
たい。

◆建設課を通し、雪解けと同時の点検、補修を申し入れ
ます。

●インバウンドの方々が事故を起こさないよう、標識の
英語表記を広域で対応してほしい。

◆日本語だけの表記でなく、何らかの表記をすることが
大事だと思っています。すぐに解決できる問題ではな
いですが、少しでも前に進むように努力させていただ
きたい。

●伐期齢を過ぎている森林がかなりあります。議員の皆
様には、現地に行っていただいて、どこに町有林があっ
て、どういう状況なのか、一度お調べをいただきたい
と思います。

◆雪解けになりましたら担当課とも協議をさせていただ
いて、調査したいと思います。

●今年度の芝桜公園の整備、それと今後、どんな計画を
立てているのかお伺いしたい。　温泉も垂れ流しで、
資源としてもったいないと思う。

◆病害虫の発生や、芝桜自体が古くなったことにより、
ドローンを使った除草や代替の苗を植える場所を確保
するようにしています。資源が枯渇しないように、また、
たくさんお客さんに来ていただくような整備を町と共
に私どもも協力して進めていきたいと思っています。

●トラクターの自動運転が当たり前のようになっている
が、風防林の倒木、日陰がＧＰＳの障害になっている
ので、調査、対応してほしい。

◆農林省への要望書の中に整備をしてほしいということ
を必ず入れていますが、なかなか進んでいないのが実
態です。引き続き、要望していきます。

●大空町でもシニアだけではなく、スマートフォンを活
用した講習を行っていただければと思います。

◆高齢者に対するそらナビ講習会を行っていますが、な
かなか効果的に広がっていないのかなという思いもあ
ります。町民の皆さんと一緒に勉強できるような場を
つくっていくよう町に申し入れます。

● 12月 11 日に高校の公開プレゼンテーションがあり、
大きな新しい試みだと私は理解しています。若い人方
の意見がすぐ行政に反映できるかどうかは予算も伴う
ことですが、既成概念を打破するためには若い人方の
意見が大事だと思います。今後も続けていく考えがあ
るのか、ないのか。行政が考えることでありますが、
議会としてどう考えるか、お伺いしたい。

◆町と協議をしながら進めなければなりませんのが、若
い人たちの意見は大事にしていきたいと思っています。

　大空町議会の活動内容を報告するとともに、町民の皆さんと「まちづくり」について語り合
う『令和４年度　議会報告会・町民との意見交流会』を２月18日に東藻琴老人福祉センター、
女満別老人福祉センターにて開催しました。
　48名の方の参加をいただいて、たくさんのご意見等をいただきましたので、主な内容をお知
らせします。

主な質問・意見等 議会側の回答
●水田活用の直接支払交付金制度が切れる見込みとなり、
畑地化支援ということで国から交付金が出ることに
なっているが、国の予算も限られている中で、手を挙
げた農家全員が国の交付金が当たるのかどうかも未だ
わからない状況となっています。

　ポイント制で足切りもあるかもしれないという話も出
されており、町から国等へ働き掛けが出来るのであれ
ばよろしくお願いします。

◆令和４年度補正予算の額は、全国で 250億円というこ
とで、単純に女満別地区が畑地化することを考えると
36億円に上ります。現在、町（産業課）にて取りまと
めの集計等を行っている段階ですが、『予算が足りない
のではないか。』ということは私どもも十分認識してい
るところです。

　この問題については、議会側としても共有させていた
だき、農協や農民協議会、農業委員会等と意見交換を
図りながら取り組んでいきたいと話し合っています。

●酪農に関しても生産調整等の中、搾乳牛の減頭や、カ
レント・アクセス（現行輸入機会）貿易協定によって
輸入が義務付けられ、多くの乳製品が外国から輸入さ
れているという、とんでもない国の方向・施策となっ
ています。また、畑作に関してもビートの減産という
ことで輪作体系にとっても非常に大きな問題です。　
農家にとっては、大変厳しい状況等で進んでいる中、
町の財政にもかかわることなので、議会として対応し
ていただければと思います。

◆大空町の基幹産業は農業であり、農業が弱体化すると
地域社会も成り立たなくなります。また、関連する産
業にも大きな影響を及ぼすことが考えられますので、
議会側としても、皆さんと課題を共有し、町、関係機
関等に対して働き掛けたいと思います。

●子育て問題は、国会でも非常に大きな問題として議論
されています。町内では、教育問題、給食の関係で若
干の話がありましたが、それ以外の問題等はないので
しょうか。手厚い行政というものは実現できています
か。

◆中学生までの医療費無償化について、令和５年度から
所得制限を撤廃する方向で調整していると聞いていま
す。他の市町村に負けないくらい子育て問題に力を入
れて取り組んでいます。

　大空町は、管内でも一早く給食費の無償化に取組んで
おり、近隣町の住民の方から、「大空町は良いですね」
とお褒めの言葉も寄せられています。

●次の世代のことを考えると、思い切って管内トップク
ラスまで議員報酬を上げて、議員の成り手を確保する
ことも大事なことだと思います。

◆町村議会は、市議会から見ると議員報酬額は低いです。
議員活動をしていないということではありません。将
来的には、議員報酬は上げた方が後任の方もできるの
かなと思います。また、大空町議会は、現在、女性議
員がおりません。国では女性議員の数を全体の３割を
目標としています。そういう環境づくりの一つとして
議員報酬なども関連するのではないかと思います。

●町外から、大空町に住みたいと希望される方が結構お
りますが、それに見合った土地や中古住宅が提供でき
るような状況ではありません。町として、土地の取得、
整備、上下水道を含めたある程度思い切った施策を取っ
ていただかないと、宅地や商業用地、企業進出もうま
く進んでいかないのではないかと思います。

◆大空町へ「移住して生活をしたい。」と希望される方の
当面の生活場所の確保のため、例えば、町内の空き室
となっている公営住宅が用途変更できるのであれば、
仮住まいとして先ずはお住まいをいただいて、それか
らじっくりと腰を置いてお住まいになる住宅等を探し
ていただく。

　移住・定住にスムースに移行できるような方向につい
て、議会としてもこれから町と一緒になって協議を進
めたいと思います。

●３月 26日からのピーチ・アビエーション夏ダイヤでは、
女満別～成田線の運休と、女満別～関西国際空港線の
減便が発表されました。このような時こそ観光インバ
ウンドに関するマスタープランを策定し、「もう１回女
満別便を増やそう。」とピーチに言っていただけるよう
な気運が高まると良いのではないかと考えます。

◆町側、議会側双方が情報収集に努め、人口減少社会を
抑制し、魅力あるまちづくりにつながっていくと思っ
ていますので、共通認識を持って町へ要請していきた
いと考えています。

●商店や飲食業の方から、燃料や電気代が高くて、「店を
開けられない。」という話を聞きました。資材高騰、電
気代の話も世論の中で大きな問題になっていますので、
議会の中でも要望という形で商店や飲食店を助けてあ
げられたら、我々も消費の分野とかで協力できるので
はないかと思いますが。

◆町では、燃料・物価高騰への対応として、中小企業１
事業所に対し、５万円の助成を行いましたが、燃料・
物価高騰が続いていますので、議会としても今後の対
応等について町と協議して進めたいと思います。
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　アンサンブル大正琴　櫻花サークルが誕生して21年
間、東藻琴・女満別の仲間が集まり大正琴を楽しんでき
ました。
　女満別でのロビーコンサート、隔年の全国大会、道
大会など参加してきましたが、コロナウイルス発生後の
３年間大きな行事をすることが難しくなりグループごと
に練習を積んできました。
　今回、大空町のご協力により議事堂でのコンサートを

開催することができ、大変感謝をしております。
　議事堂はコンサートホールとして機能も素晴らしいと
思いました。町民が誰でも気軽に利用できる議事堂に
なればと思います。私たちも楽しく演奏ができました。
　今後は、両地区の仲間と連携し大正琴を多くの方に
聞いていただくよう、頑張りたいと思います。
　今回のコンサート開催のためにご協力いただいた皆さ
んに、心よりお礼申し上げます。

平　田　紀　子 さん
（琴

きんでんりゅうたいしょうごと

傅流大正琴　琴
きんそうかい

蒼会　櫻
さくら

花サークル）

なつかしの校舎

　末広小学校は、大正３年の山形、福島団体の移住に伴い、
学校設置の機運が盛り上がり、大正５年藻琴尋常小学校
上藻琴特別教授所として、現在の末広会館東側の地に30
坪の柾葺き屋根の校舎を新築し、児童20名で開校。昭和
15年に区名変更に伴い末広尋常小学校に改称、児童数は
178名を数えました。
　昭和16年に末広国民学校、昭和22年に末広小学校に改
称。昭和41年には、学校創立50周年記念式典が挙行され
ています。
　昭和46年東藻琴小学校に統合。卒業児童数は728名。
統合後の校舎は、末広地区公民館、開拓資料館に活用さ
れました。

東藻琴　末広小学校東藻琴　末広小学校

はじめての
議事堂コンサート
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～ 営業品目 ～

中央自動車工業 株式会社

車 検・整 備
定 期 点 検
板 金 塗 装

車両販売 新車・中古車
自動車保険 コンサルトジャパン㈱提携

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。
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